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【研究の目的】 本研究の !^的は、建設労働者における筋骨格系疼痛の有訴率、および疼 
痛を有する人の就労と治療状況の実態を明らかにすることである。
【方 法 】 全京都建築労働組合に所属する事業主と一人親方 6 0 8人 及 び 職 人 5 7 0の 計 1178 
人を対象に、無記名自記式質問紙調査を実施した。調蜜内容は、基本属 性 （性別、年齢、 
階層等）、健 康 状 態 （筋骨格系疼痛の有無、痺 痛 部 位 •頻 度 •強 度 •持 続 期 間 、現在治療 
の有無、治療内容、治療を受けていない理由等）、労働状 況 （作業特性 、総勤務時間、過 
去 1 年間の転倒転落の有無、痛みの作業への支障度等） とした。 慢性筋骨格系疼痛は、
「3 力 月以上持続する筋骨格系の痛み」と定義した。単純集計では全項目を記述的に分析 
し、 クロス集計では慢性筋骨格系疼痛保有群 •非保有群に分け、Mann-Whitney U検定ま 
たは％2検 定 を 用 い て 2 群間比較を行 っ た （有意水準 5 % ) 。
【結果】 回 収 率 29.3%、有 効 回 答 率 2 1 .9 % であった。97. 5%が男性で、年 齢 は 中 央 値 61 
歳 、階 層 は 職 人 2 7 .4 % 、一 人 親 方 4 9 .3 % 、事 業 主 2 3 .4 % であった。主な業務内容は大工 
が 3 2 .8 % で最も多かった。過去 1週間の総勤務時間は、中央値48時間であった。調査時点での筋 
骨格系疼痛および慢性筋骨格系疼痛の有訴率は、そ れ ぞ れ 71.1%、50.2%、疼痛部位は、腰 
48.2%、肩 27.6%、膝 22. 6%の順に多かった„ 頻度は「毎日」が 41.3%、強度はNumerical Rating Scale 5
(中等度の痛み）が 21.7%、持 ・ 間 は 「1年以上」が 53. 8%と、それぞれ最も多かった0 筋骨咯系疹痛を有 
する者のうち、現在治療を受けている者は25. 2%、治療を受けていない者で最も多かった理由は「がまんし 
ている」39.0%であった， 「治療のための術假制度がない」との回答は62. 2%であった0 慢性筋骨格系疼 
痛あり群では、なし群に比べて、 「重S 物の持ち上げ•遥搬あり」、 「過去 1年間の転倒転落あり」、 「痛 
みによる仕事への影響度あり」の割合が有意に高かった0
【考察】 建設労働者の慢性筋骨格系疼痛有訴率は高く、 それには重量物の持ち上げ作 
業 や 転 落 • 転倒といった労働要因と、建設業特有の人的制約や両立支援のための資源活 
用の難しさが影響している可能性が示された。 建設労働者の慢性筋骨格系疼痛の低減お 
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